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（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）　日本でも有名なロシアの昔話のパロ

ディー、「大きなかぶ」ほか、ユーモア小
説の名手ともいわれたチェーホフがよ
く感じられる短編小説を10編セレクト。
世界の名作を楽しめるシリーズです。

　ある日、家に帰るとママがブタになっ
ていた。「ぼくの日記読んだんでしょ
う」…“ぼく”の日記には勝手に読むとブ
タになる魔法がかけられていた。反省
すればもとに戻るはずだけど…。
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～町中央公民館図書館
　蔵書　8,723冊～

図書室にない本も
　　借りることができます
　お探しの本がない場合、中央公民館を
とおして山形県立図書館の資料を借りる
ことができます。詳しくは中央公民館に
ご相談ください。

忘れずに納税しましょう。

５月７日（火）まで

◆軽自動車税

舟形町金婚夫婦祝品
　　　　　交付申請について

2019年度舟形町成人式実行委員募集2019年度舟形町成人式実行委員募集

　結婚して50年、今年めでたく金婚を迎えられるみなさん、誠におめで
とうございます。町では金婚を迎えられるご夫婦に町敬老祝賀会で祝品
を贈呈しています。対象の方は申請ください。
▼対 象 者／昭和44年に婚姻したご夫婦
▼申 請 先／○舟形町健康福祉課
　　　　　　○生涯学習センター
　　　　　　○農村環境改善センター
▼必要なもの／印鑑、戸籍抄本
※戸籍抄本を取得する場合、婚姻年月日を確認したうえで申請ください。
▼申請期間／４月１日（月）～５月31日（金）
▼そ の 他／この申請と併せて、山形新聞・山形放送主催の「おしど　
　　　　　り金婚さん顕彰」の申し込みを受け付けします。申請期間　
　　　　　を過ぎると町金婚夫婦祝品と同時に贈呈ができなくなりま　
　　　　　すので、ご注意ください。

　８月14日に開催する成人式の準備や企画・運営な
どを行う実行委員を募集します。
　実行委員会は、進学や就職で県外に在住されてい
る方も応募できます。思い出に残る「成人式」を仲
間と一緒に創りあげましょう。
　　▼対　　象／平成10年４月２日～
　　　　　　　　平成11年４月１日生まれの方
　　　　　　　　　（2019年度成人式対象者）
　　▼募集人数／10名程度
　　▼活動内容／記念事業の企画・運営等
　　▼問い合わせ／舟形町中央公民館
　　　　　　　　　☎（32）２２４６

　舟形若あゆ温泉では改修工事が行われています。
素晴らしい眺望を堪能してもらうため、大広間の
南面を全面ガラス張りにしました。開放的で明る
くなり、これまで以上にゆったりくつろげるよう
になりました。さらに、ロビーや食堂の冷暖房設
備も整え、一年を通して快適に利用していただけ
ます。
　ぜひ、新しくなった舟形若あゆ温泉にお越しく
ださい。

大広間を無料開放
　リニューアルを記念し、大広間を無料開放します。
▼月　　　日／３月２８日（木）～３１日（日）
▼問い合わせ／舟形若あゆ温泉
　　　　　　　☎（３２）３６５５ ▼問い合わせ／舟形町健康福祉課福祉係　☎（32）０６５５

4月の舟形若あゆ温泉の
休館日は、10日㈬

タバコは町内で買いましょう。
12月のタバコ税は1,536,137円

舟形若あゆ温泉の舟形若あゆ温泉の

大広間がリニューアル大広間がリニューアル
つく

13 12

あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整係
☎（32）0104

　まちの話題、疑問、質問、
提言、意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介します。

｜広報ふながた 31.３ 広報ふながた 31.３｜

４月の納期
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